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Iスラヴ研究L No. 53 (2006) 

カフカス山脈の隠修士スキマ僧イラリオンの

「荒れ野」の修道思想

i主辺 二E

はじめに

1998イ|に、カブカスの隠修士スキマfI'lイラリオン (1845-1916{I)の[カブカス山脈に

てJ(1907年初版刊行)の第同版が刊行されたは)コこれは、カフカスに隠返した 修道|

が束h正教会の伝統的祈瞬法「イエスの祈り」について述べた約 900頁に及ぶ大著である υ

「スキマ僧」とは 定の禁欲苦行を積んだ修道士の民l向付であり (2)、「イエスの祈り」とは

rt:イヱス・キリスト、神の子、罪人なる我を憐れみたまえ」という唱句を間断無く反復
することにより枠との!日常的な一致を志向する束右教会凶有の祈稽法である印。 「カフカ

ス山脈にて」の中でイラリオンが活した「全能なる神の名前は神自身である」という表現

は(旬、後に「神名論」をめぐる問題として東方止教会修道制の聖地アトス山山で騒乱を巻

き起こすこととなった (1913年)、イラリオンの口説に共鳴するアトス山のロシア人修道

士たちは「神名派(名前を神とする者)Jと相、され(当の修道士たちはHらを「讃名派」と

呼んだ)、「新たな教説」を伝卒する異端として教会側から糾弾された。これが所謂ロシア

正教会における 20世紀初山の異端論争、議名派問題である (6)じ従って、スキマ僧イラリ

1 C、lLHOIIμXH.'wpuο11. nyclI1h11l11O.JICWnClh Kmm山 C/dL¥:，ο'p. Ha ropax KaBK剖 a."VT3月aHlfe可eTBepToe
即日pasnelllloe.Cll6.， 1998 (OpHrHll叫 1907)

2 CM.: CXHMa !! "'品川mlW(f c.E. npaKT日可eCKaH 3HUlfK汀0口e~日珂 rrpaB仁 CJTaBHOïO xplfcnmHHHa. 。C1l0sbl叫epKOsllOll双lf311H仁llo.，20(附C.182 
:1 I I顕によるこの祈りの附句の反仮は、やがて人聞のJ!.J而で自然に繰り返きれるようになるc ["イエ

スの祈り」については、:九のものを参照せよ。セル・パスツール著、高橋政行制「イエススの祈りI
あかし書房、 19i8イ東方教会無名の修道者書、山谷功訳「イエススのみ名の相lり その腎史と尖

i主Jあかし合同、1983年 :0クレマン Jセール昔、宮本戸雄大#正樹前 イエスの祈り 新世
社、 W95イI;久松長 「イエスの祈りの起源Irエイコーン東方キリス 1教研究l第HU、l似 5イI; 
夕、松英 「イエスの祈りの発民史Jrエイコ ン 東方キリスト教耐究J革 16号、 1伯6年，清水俊
行「イイスス円十:liりと 『知T.ttのいとなみE ピザンツとロシアの相lりのコスモロジー|ー神戸外λ諭
敢」抗日巷抗4号、 2(剛)年 :H06U/<:06 H. MonHTBa I1HcycoBa B OIIhlT n:Byx ThlC沼田且eTHll.Y'leHHe 
CB河ThlXOT1(OB 11 no凡Al1iKHHKOB6.1arOLleCTI1河 OTパ.peAH仁CTH九oHallH1X凡Hei1.T. 1. M 町 2削)5

4 C丸山/OHαXlf..'WpUOH. IIa ropax 1.くaBKa羽C.69. 神の名前は神山身である」という表現は、ロシ

アを代去するイ十俗司祭クロシンユタットの室イオアン (1829-19口8年じ十冊俗名イヴアン・セルギエ
フ)の著作にそ者場するものであり、カフカスのイラリオンも聖イオアンを典拠として矧似した言辞

を用いた~ C(mmou npα(Jeollblu J10allll KpolUum山)間以uii.Mo兄iKI13HhAO XpHcTe. T. 2. M.， 2001 

(Op日間Harr:1893). C. 309 

5 坐111アトスは、ギリシアのハルキデイキ半島の東端に杭置する Cf. Panagiotis Cιhristou町 Athos

{he HIο与M川 m{ain:His{οηぅLザ'e，Treasures (Thessalonike: Kyoromanos Pur、lishers，1990)ロン
アとアトス 111の歴史的な関わりについては、次のものを参照c Ta.w.7au M. PycじKHHA1JOll 
nyTeBO;:I日TeJ可oB日CT市町可ecnrxOqepK町 M.，2003

6 計t名派についての概買は、桝布irロシア l正教会における 20世紀初閣の異端論争 I市名派l問題そ
の思想的特徴と 『アトス山の動乱Jの背景Irロンア史研究J第76))、2以5{I、幸冊。
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波辺二主

オンの 「カフカス山脈lこて主主として讃名派問題の枠組みで論じられてきた。しかし、

1998イ|の|司書の再刊は、|日l井が現代の正教信者の啓袋に有俗である、との判断によってな

された可能性が高い J それを長付けるのが、正教信書に対L祈りの功徳を説いた小冊子「祈

りについてJ(2001年)'7' における現在のロシア正教会ハンガリーおよびオーストリア教
区主教イラリオン・アルブエヱブによる 『カフカス山脈にてjに対するコメントであるの

この小冊子の中で、丁一教イラリオンは、「イエスの祈り」を「テサロニケ信徒へのT紙」の

使徒パウロによる「絶えず所りなさL、」という口集( テサ 5:17)の実践を体現するもの

としてlTIく評価しているけ主教イラリオンは、「イエスの祈り」を習得するには霊件のl町み

に達した祈りの達人の指導がイ、可欠であるとしているが、適切な指導青が見つからなかっ

た上場合に役立つ書籍として、以下の 点を推薦している。すなわち、 19世紀後半に衿場し、

「イエスの祈り」の習得にj直進する敬虐な巡礼者の遍歴を描いた教会文学の占典 『自分の

聴悔司祭への巡礼者の77臼物語I他)と本稿の考察対象であるカフカスのスキ"i'f曽イラリオ

ンの 「カフカス 111脈にてJである。

正教会には祈りの指導者がいる 修道生活を送る再の'1'にも、{+.俗fiJ去をの'1'にも、 i行人の'1'に

さえも c これらの人々は、熟糾したやり方で祈りの力を認識Lた者たちであるc しかL、もし

あなた五がこのような指導1¥を見つけることができないならば 祈りの指導1¥をみつけること

が現内困難であることを、多くの人が映いている そのときは、 lカフカス山脈にてし あるい

は、 『円分の聴栴司祭への巡礼者の告1'1物語jとし、った本に助けをもとめることが出来る。

(主教イラリオン・アルプエエフ 『祈りについてJ)ゆ)

20世紀初日Hの讃名派論争において、 Iカフカス山脈にてlは、議名派論争を引きF包こし

た「新たな救説の担造者」のTによる有害な需物として聖宗務院に非難されたが (1913

年)(lOj、ここで同書ii、止教信行にとって有益な「イエスの祈り」の折淳書とされているの

であるじ従って、「異端とされた神名論を展開した修道士の昔吉」といったフィルター無し

で[カブカス山脈にで」を内検討する必要性が生じる。「異端」とはあくまで相対的な概念

だからである F 不行はIl!tに讃名派諭干の発端となった「神名論Jを巾心に 「力ブカス山脈
にてlにおけるイラリオンの思想の分析を試みたが、これはあくまで「概観」に留まるも

のであった ill) カブカス山脈にて」は「イエスの祈り」とそれにまつわる「神の名前にお

ける神白身の~í，i:(EJ について述べた書ではあるが、それと同時に、「荒れ野 (nycn，m釘)Jと
L 寸概念で表象される隠修士の修行の場所、すなわち、孤絶した僻地での修道坐活につい

7 lf'J同日1Jiwpuο"はゆ£叫 oMOJIlfTBe. K.i日H.2001 この小冊子の時点では、「典院イラリオン
TJレブ L エフ」と著者名が表記されている 3
お OTKpOBeHHbJepaccxalbT cTpaH間 Ka，rryXOBHO町 cBoeMyOTUy. 3aropcx: CBJnoーTpOlfuKaJ:r CeprneBa 
四 spa，1991 [邦訳:Aローテル斎田靖f訳 I伽名の順礼者:あるロシア人順礼者の子記lエンデ
ルレ台庖、 H~)8{I'.l 
。lf，ぅ'.lfCHIi'lUpUOH. 0 MOnI1TBe. C. 48 
10 CM.: IlocJWHUe C即日折山eroCUHo;J，a. bOilwe的 MHJlOCH1凧 C凹 lei1山HHIlpaBl-rre;lbcTBy師同州

BcepOCH首CKUi1CHHO且Bce'leCTHbIM6paTH.lIM BO I1HO田口Beno且BH3a田山山C兄1/Ha'I叩 a.N!! 1-4 

V1M}lC;WI:IUe. Bblll. 1. M.， 1996. C. 43-52 
11 桝秘「ロシア正教会における 20世紀初朗の異端論争J80-84奥c
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カフカス山脈の隠修士スキマ僧イラリオンの「拭れ野」の修lli.思想

て述べた手記という側由も有している υ 管見では、「荒れ野」の概念を主軸とした 「カフカ

ス山脈にて」の研究は非仰に乏しいけ讃名派への関わりをきっかけに「名前」を科学的考

察対象とし、独自の「名前の哲学」を展開させた Aφ ローセブ (1893-1988年)は、論考

rrカフカス山脈にてlについてJ(1923年)において、イラリオンによる「荒れ野」の思
想、を不可解なものとして述ざけている (12i また、主教イラリオン アルブェエブは[教会

の聖なる秘密 諮名派論争の歴史と問題i{-説J(2002年)において、 「カフカス山脈にて1

にfTまれる「荒れ野」の主題について口及しているが、イラリオンにおける「荒れ野」の
概念とシリアの聖イサク(3)の思想、との類似件を指摘するに留まっている (14)。本稿の円的

は、カフカスのスキY'f首イラリオンの修道思想、を 「カフカス山脈にてJで展開された「虫記

れ野」の概念を軸として分析することである。本稿では、まず議論の前提としてキリスト

教の修道制における「荒れ野」の概念について百及し、続いてロシア正教の修道制の歴史

において「北れ野」がどのように表象されてきたのかを検討する J 次にスキY'f首イラリオ

ンの 「カフカス111脈にてJを、同書r展開された「荒れ野」の概念を中心にJ7察するι 本
稿の作莱から得られた新たな知見は、「異端とされた神名論を展開した修道士」とL当った紋

切り型のイメージではないイラリオンの新たな 面を照射すると見込まれる J

1.キリスト教の修道制における「荒れ野」

キリスト教の修道制には「荒れ野J(ラテン話で eremus，dese巾m 英語ごはwilderness，
deserl)という重要な械念がある.r荒れ野」とは、 rrR約聖書Jの 『同工ジプ 1記」におけ
るモーゼらの「北れ野の旅」に代表されるように、神による試練の場であった J また、「虫記

れ野」は、神と人聞が出会う所でもあった。モ←ゼがエジプトからイスラエルの人々を救

うように神からの討命を受けた場所もまた「荒れ野の奥」と称される場所である({[rr3 

1)'回。 「新約聖書jの福青書においては、「荒れ野」は洗礼行ヨノ、ネの住みかであり(マタ

3 : 1-3、7 コ 1: 3-6、ルカ 3:2-6、ヨハ 1: 23)、イエス・キリストが 40日間サタンから

の誘惑と戦った場所であった(マタ 4:1-11、マコ 1:12-13、ルカ 4:1-13)わまた、 『ヨ

ノ、ネの黙示録jにおいては、「荒れ野Jは太陽をまとった女の避難場所として拙かれている
(黙 12: 1-6) c r荒れ野」は敬虜立信者が自身の信仰を妨げるものから逃れるための隠れ
家でもあったc 型アントニオス (251頃 -356年)や 4位紀の「砂漢のKilJ父たち」のよう

に、キリスト教の修道制の甲車IJ期においては、多くの敬!是な{百円がキリスト l二倣って試練

を受けるために砂漠や目白人未到の荒野に入っていった c r型アントニオス伝J(16)や、「砂ィ莫

12 J70ω“A φo  KHHre <<Ha ropax KaBK田 a>fjj Haq礼可a.N~ 1-4. "Yl¥ur:cJIa即日 BwT. 1. C. 236 
13 ンリアの虫イサクについては、梶原山朗訳|可怖の心 ンリアの坐イサクによる黙想の同日間1監
公会山版、 19$挺)Jfを幸町した〈

14 EnucKon Jf.7ap1l0HはすrteC6).Cm.l山口山祖国llua叫epKsH.Bse，iJ，eUHe s HCTopmo H npo6.1eMaTHKy 

HM~IÇJWBCKUX CIIOpOB. B 2-x TOMax. CI16.. 2削J2.'1. 1. C. 328-331 
15 マグダレナ E トーレス=アレピは、 民数記 について述べた著作において、「荒れ野」を、出エジ
ブトを果たしたイスラエルの人々に対する神の教育の坊としている マグダレナ U トーレス=ア
レピ「荒れ野の旅亡命者の群れから神の民ヘサンパウロ、 2005年l
16 ここでは、街の郊外にある「込地|や、さらにその速くにある「山|が「荒れ野|とされているU
アレクサンドレイアのアタナシオス著、小高裁訳アントニオス伝J(r智大学中世記恕柑究所編訳・
監修「中析思:!IJ原典集成1 初期ギリシア教父I、l'凡朴、 1995年、乃IfW i8J、81Jj:L 
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波辺二主

の師父の口~1 1l71 が伝えるように、「荒れ野」の隠修士(修行生活を孤立した康墳で営む修

道士)(1お)は、，'lli霊や向己の内而から'1'.ずる欲望の誘惑を、強い信(111心と絶えざる祈りによ

る精神と肉体の制御により克服した付すなわち、キリスト教の修道制における「坑れ野」

とは、厳栴な信者が祈りの行に遁進し、悪霊の誘惑等の試練を受ける地所であり、仲と出

会う場所であり、祭欲苦行を妨げるものから逃れるための避難所であったのしかし、「荒れ

野」という言葉は生活が岡難な「草木也生えぬ不毛の場所」とL、った空間のみを指すわけ

ではない、枠との 致に専心する修道士の苦行のよ坊は、緑溢れる場所であっても「荒れ野」

と称される。凶欧においては、 11、12世紀になると「荒れ野」は隠修士の修行の場所だけ

ではなく、修道院そのものを指す言葉として使用された(凶 J また、サハラ砂漢の巾央、タ

7ンラセットで現地住民への官教を行ったロー7 カソリックの修道士シャルル ドー 7ー

コ (1858-1916イ1)に代表されように、 20世紀以降もキリスト教の修道制において「荒

れ野」は神と人聞の出会いの場であり続けている側何本稿においては、「北れ里子」をキリ

スト教の修道士が神への祈りに没頭し、霊的なI'diみに述し、仲との 致を果たすための隠

遁の場所と規定するの東方教会の「ヘシュカスムス(静寂主義)J (21)に代表されるように、
「絶対斉への祈り」を第 義とし、神との神格的な交核に至るためには、まず全き静'料を

提供する外的な空間としてこのような環境が必要とされたのである。

2.ロシア正教の修道制における「荒れ野」

ロシア正教においては、多数の修道士が 定の規律に従って修道院で共|ロVI活を行う共

住修道、 2・3人単位の修道|ーの小グループが「スキ ト」という僧庵で共同生活を行うス

キ←トでの修道、そして孤立した環境に隠遁する隠修というそれぞれに異なった修道士の

生活形態が阿じ修道制の領域に存在していたわそのロシアの修道制においても「荒れ野」

は厳格な修道|ーの「隠{阜のJ易」として表象されてL、る。ロシア語で「荒れ野」を折す言葉

は、「雫き地 (rrYCTOe'deCTO) Jに山来する rrycTbIH5lである。また、 rrycTbIHbは人(1出任れた

場所にある隠修士の住みか、あるいは僻地にある修道院を指すっ対話であり、カブカスのス

17 IIi1t功訳「砂摂の師父の言葉あかし官房、 1986年:1:r.隆郎岩倉さやか訳「砂漠の師父の百葉I
知良'当時、古川4年、事問。
18 池1佼ーは、 10析紀から 12析紀前半の西欧を例に隠修!の特俄づけを行っているが、挙げられた
府徴の巾の幾っかは(例えば、|巡再説教」等)ロシアの隠修士には当てはまらないものであるに池

|佼 「隠修士とその精神 :10世紀末から 12世紀前主におけるその出火的意義」 山手雑誌1革 91
柵第 lli;、 l出2年、，15-17頁J

19 ンヤツク・ 7レゴフ著、池 l佼 訳「同洋中世の荒野=森Jr中~その事|名 1 1 1屋大学問版会、 1992 年，

十手崎幸一郎 11]ll止の北れL~F : 1民惣現%の荒園Jrキリスト教史学l第出生、 2iXll干、幸町〈
20 C ルプティ著、大久保町1男訳ーンヤルルとイエズス シャルル ド フコーの伝記|エ〆デルレ喜
附、 I附l干，ジャン=フランソワーンツクス折、官同消ぷ[ンヤルル ド フーコ聖母主席)

坐吋の騎士社、 1998年、等参問。

21 東方教会の伝統的な修造的'';::践であり、神硲思想、としてはピザンソの新神?苫シメオン (~H9-I022

年)の思:出を上台として、 EEグレゴリオスパラマス 112日6-1359年)が発民させたロ祈りを強制し、

静寂の中での「イエスの析り|、肉体制御による精神の干静の型工作によって「神のエネルゲイア|と
の神秘的なえ技を志向するc グレコリオス・パラマス著、大#正樹前 r~なるヘシュカスト(静寂

T:義苫)のための弁議J(上押λ"'/'中世思想研究所編訳監修「中世思想、服、典集成3後期ギリンア
教父 ピザンティン思想I半凡判、 1994年、所収)、参山n
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カフカス山脈の隠修士スキマ僧イラリオンの「拭れ野」の修lli.思想

キ"71曽イラリオンの呼祢ごもある「荒れ野生活者」を思叫ょする rrycTbIHHO:iKHTenbと
llYCThlHHl1K は、「隠遁者 (m山 eJlbHl1K)Jと|司お話である凶(本稿では、これ以降
nycTbIHHO'iKHTe.ibとnycTblHHHKには「隠修 1:Jという訳語をあてることとする)"ロシア
においては、北hの自然そのものが「荒れ野」であった (23)υ ロシアの苦行僧は、砂浪の師

父たちの足跡を辿るように率先して未聞の密林の中に修行の地を求めていったけロシア正

教における修道制の研究青である日 K スモ リチは、ロシアの隠修|は「砂漢の師父た

ち」の修行のI場所のごとき「束右の荒れ野 (BOCTOlIHa5Irry口日間)Jを知らず、彼等にとっ

ては、訟をはじめとする北方の自然がその役割lを宋たしていたと述べているの

ロンアの荒れ野 (pYCCKaゑIUYCThlH.H) それは常緑樹であるもみのノドの、松のノドの森であり、

雪に輝く森であり、滑らかに流れる川、空色の本山が静寂をたたえてし、る湖、夏の)凪によって

波を立て、そして冬の氷によってよ由利Tする桜々なかたちの湖であるじ凶)

ラ↑才、ジの聖セ)~ギイ(世俗名ヴァルブオロメイ" 1314-1392イ1)に代表されるように、

ロシアの中世の「坑れ野」は、よ聞の森の閣制lというイメージと結びついている c ロスト

ブの貨肢の息子であったラドネジの型セルギイが修行を始めた均所もまた「荒れ野」であっ

たけ賢者エピ7ァニイの Iラドネンの聖セルギイ伝」によると、型セルギイは、妻を失っ

た兄のステブアンとともに世を捨て「隠{らのための場所 (MeCTOnYCTbIHHOe) Jを探しあち
こちの森をさまよい、水源のある常林の中に自分たちの「荒れ野 (rrYCT日目)Jを見出し、

そこにMを定めた{聖セルギイと兄のステファンはここに聖=.j合 体に奉げられた教会を

建守するが、兄のステブアンは「北れ野」の過酷な環境に耐えられず、ホチコブにある白

分の修道院へと帰ってしまうじ

ステファンはというと、教会を建ぷL、それを聖別し、少しの間セルギイとともに荒れ野に暮

らしたが、荒れ野での牛活が凶難なものであり、悲しい暮らしであり、厳しい暮らしであり、

あらゆるごとに貧餅し、あらゆるものが欠乏し、食べ物も、飲み物も、その他生活に必要右:も

のをどこからもTに人れることが出来ないと思い知ったりこの場所には道も無く、ここからは

し、かなるものも運び出「ことは市来ない。この荒れ野の周辺近くには村も無く、家も無く、ま

たそこに住む人間もいなかった(ごの均所へはL哨込なる人聞の!tいた跡も無く、通りかかりの

人也訪|目l者もおらず、どの方lirJを見てもただ森と茂みしかなかったcこのことに気付いてそれ

を嘆いたステファンは、荒れ野と中なる荒れ野を愛「る者 (llpellO.Llo6HhlHl1YCThlHHOJHo6eu) 

22 CM.: TO.iKOBbl首 CJIOBapb pyCCKOTO K3b1Ka. TOKHO， 1953. C. 1074-1075 (op阿r日HaJI: 1939); 

TOJIKOshlH C江Osaph京 HsOiOse.l凶阻}pyCCKOiO匁3hlKaBユ<l，LlHMHpa，UaJUl. T. 3. TOKHO， 1977仁 1421 

(op町下町田 1912);LiJe":JlIe町 /(UlI死児 CJ10Bar九月peBHepyccKoroK3bTKa. T. 2可2.M.， 1989. C 

1734; C.losaph UepKOsllo-c.TJ.a回 llCKOro H pyCCKOiO 513hIKa. T. 1. To凶 0，1998. C. 579-580 

(opwrHH<UI: 1847) 
23 Eボセリベニンは、砂棋の師父たちのような「荒れ野」での修行生活への渇望は、ロシアのような
北方においても消え去ることなく燃え続けていたと述べている !!oω 四 1I1ll1!i.. llycTblH5I. QLI叩 "0

旧来日3HHq何回旧CKHXOTllle.lhHHKOB. 1131laHHe Bτopoe， HcnpasneHHoe. CI16.， 1907. C. 8 
2~ 仁lHUll可 MκPyccKoe MOHaWeCTI:lO 988-1917. )J{H3Hb H yLleHwe CTap叫el:l. IlpHJIOiKeHWe K 

<<l1cTopHH PYCCI{OH lJ，epr.回目>>.M.， 1997. C. 373 
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であり、隠修士 (nYCTbIHHOjKHTeJIb)であった胤の繋がった円分の弟を捨て、そこからモスク

ワへと去った仁 {2;;)

このように、 「型セルギイ伝jにおいて「荒れ野」は、人気の無い惨蒼とした常林として

描写されていたっかはロシア正教の修道制において代表的な「荒れ野」の表象である。 2

3人の修道|による共同生活であるスキートでの修道を実践し、その子引書(加を著した聖

二一Jレ ソルスキイ (1433-1508年)もソルカ川に由した森のー画を修行の地とした(こ

れは、型ニー)~が当初所属していたキリロ・ベロゼロスキイ修道院から約 15 露用の場所

に位旨したれアトス山から静秘Tて義(ヘシュカスムス)の経験を持ち帰った聖ニ Jしが見

出した北hの「荒れ野」は、彼に立;字通りの「静寂」を与えてくれる地所であったυ 社、教

思想家の r.II フヱ}ートブは、型ニールの修行'1活を「荒れ野での '1活

(nYCTbIHH())KH丁目bCTBO)Jと呼んでいる (27)また、ロシアの 19世紀を代表する聖書サ一
口7の型セラフィム(世俗名プロホル モシニン 1759-1833年)は、自身の所属するサー

ロ7修道院から 5露rrほど止、いたサロブカ川の近くにあるがを肖身の「荒れ野」としたの
サーロフ修道院自身が森の中にあったのだが、共同生活を脱し隠遁するために岡修道院を

離れたのである υ 型セラフィムは修道院の近くにある「荒れ野」に小原を建て、他者との

会話を持たず完全な沈黙と神への祈りの中で暮らすこととなるつ伝記によると、型セラ

ブイムは俗界からの離脱と完全な孤独への希求に突き動かされた人物とされているの

セラフイム神父は自発的に荒れ野 (nYCTbIHb) に隠過したが、修道院長との相JRt、彼の祝福
もなかった)私たちは、セラフィム神父がまだプロホルという名前だった頃、既に彼には俗界

からの離脱という傾IIIJがあったことに気づくであろうへ彼のこの傾向は強いものであり、その

ような心を抱えて俗界に生きるのは川知であり、だからこそ彼の心は解決策、つまりサーロプ

修道院への入1"1という満足を見出したのご品る υ サーロフ修道院ごセラフィム神父は、共住生

活に不満を抱き、森の中0)速い場所にある僧庵に{土んでいた多くの修道士たちを兄た 内身の

修道院での生活の始まりにおいてセラフィム神父は修道院の畑律を完全に守っていたが、~~遁

への志向は11増しに強くなっていったη 長老のひそみに倣い、修道士の善1，のために森へと遠

ざかることでセラフィム神父は祝福を受けたのである。(剖

このように、ロシアの森という「荒れ野」は、修道|たちの背行の場であり、彼らに静

寂を挺供する場であり、また、約界を ~Jffiれて孤独立世界に隠遁したい、という志向を持つ

人間の要求を満たす場所であった〔

25 )KwTHe npeno凡o6HoroW 6orOH山 HoroOTlla Halllero， wryMeHa Cepr川町/九肝sOp1ta.HanHcaHo 

TIpCMy;:J;pC首田HME口日中aH日CM1/ nH6HJIHOTCKa 耳目TcpaTypbI耳pCBHC首Pyc日 T. 6. XIV -Ccpc;:J;HHa 

XV se日 cn6..1999. C. 291-293 

2fi TIpcrro江06H目前 H60rOHOCH副首 OTCUHaIII 11日正 rro江B日米HHKCOpCK目前 HyCTaB cro 0 CKHTCKO首

氷山llH.MOllpeJIh， 1976 
27 φeoomο行 Tn.TIperrO.!106H目前 HHJICOpCK目前 11φ凶 )O!nO(1Tn. Co6pa日目eCO~IHeHHH B .!lBeHa，月uaT日
TO.'ItaX. M 今 2004.T. 11. C. 236 

到来日me叩 e日明06HOroCepactH¥fa CapoBcKoro. nec四 arrp印 CepactH¥fac MOTBHJIOBHM 0 ue.i阿

Xp.l1CTl1allCKOH沼田1111.2002. C. 42. (出版地JITl:J己絞)
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森以外仁ロシアにはどのような「荒れ野」があったのであろうかυ 「ソロヴェツキイの奇

跡成就者聖サヴァーティイおよび聖ゾシマ伝」では、「荒れ野」は北方の僻地にある内海に

浮かぶ無人島として描かれている(無人民を修行の場とする隠修は、中世アイルランドの

修道制等に見られる(却)、型サウ守アーテイイ (不明 1435年)の「荒れ野」は、後にソロ

ヴェツキイ修道院になり、ロシア革命以降は忠名目い政治犯収容所となったの伝記による

と、聖サヴァーティイは、ブオーティイ府Tて教の時代、 1396年頃からキリロ・ベロゼロス

キイ修道院で修行に励ん rいた、型サウ守アーティイはここ r日夜勤勉に働き、修道院長や
他の修道士には極めて従順であったけしかし、優れた修道者は賞賛されるじ彼は、そのよ

うな「名誉」の空しさから完全に自分を遮断したいと思い雫り、人日から離れた隠修のた

めのよ詰所 (rrYCT日HHoeMeCTO) を際し、ノヴゴロド地点のラドガ湖にあるヴァラム烏の主

の変容記念修道院に行くことを決志する{暗によると、この僻地の修道院において修道士

たちは最も過酷な生活を送っているという J しかし、この地でも聖サヴァ ティイは修道

仲間からの賞賛と静敬から逃れることは出来なかった、そして、完全に無人の「荒れ野」

を円指すようになるのである{その後、白海に浮かぶ無人の島、ソロウ、エツキイ島の存在

を聞き及ぶ。

人の請では、島は周同が 100 露旦あり、淡水性の水、 ~IO)住む湖、山、森、そして生活に適し

た多くのものがあり、人間は全く住んでいなかった υ(山 j

聖サヴァーティイは、ヴィク川というところで彼と同様にソロヴェツキイ島に行こうと

思案していた隠修 1:ゲルマンと知り合い、二人はやがて島に滞る (1429年)。彼らは無事

に島に到達し、絶えざる祈りと型諸経(詩篇)の詠明にJIj!没するとk活を始めるのである。

う}ネジの型セルギイとソロヴェツキイの聖サヴァーティイ(そして聖ゾンマ)のエピソー

ドに顕著であるが、当初は無人であった「荒れ野」に次第に人が集まり修道共同体となる

ケ←スが多いのである υ 以上のように、ロシア正教において「荒れ野」は隠修士にとって

重要な昔行の場であり、同時に精神の安寧をもたらす空間であったわ

無論、「荒れ野」だけが隠修|に神との交按のための静寂を与える環岐ではない円修道|

が自ら穿った洞窟ゃあるいは小さ立部尽の中といった閉鎖された雫聞に引き篭もる「隠修」

もある η これらの隠修士は、ロシア話で 3aTBOpHl1Kとnfは'れるの[律法と思寵に|剥する説
話1(:Jljの著fi"キエブ府干教イラリオン(杭位 1051-1055年)やキエブ洞窟修道院の聖アン

トニイ (11世紀)のように、ロンア正教の修道制の草剤j期においては、「洞窟」が「隠修の

場」の代表的なイメージとなっている η また、聖7ェオファン ザ lヴオールニク([!! fti 

名ゲオルギイ・ゴヴオロブ 1815-1894年)のように、 33TsOpUTfKという単語がそのまま

l呼祢となっている型者もいるじ型7ェオファンは、 19世紀を代表する教会著述家であり、

29 例えば、 9世紀後1まで雑人島であったアイスラ J ドに最初に同を構えたのはアイルラシドの修道
士とされているの 111室静|サガとエソダの世界 (l且代教養丈匝)社会思想折、 1992年、 17-18W心

:.H) CKa3aHlfe 0 iKlfT回目 H口O;:IBlfiaXrrpe口O，lJ;06HbJXOTeu Ha田町XCaBBanHr日 30CHMbJ，COJ可OBeUKHX

Lly，iJ，OTsOp叫es恥1..1991. C. 4-5 

31 HWPUOIl， MlImpοnOJllIm /{lIeNCKUU. CJJOI:¥O 0 3aKOHe H 6JJaro).{3lH. M.， 1994 
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教会師父の著制選集 r7ィロカリアJのスラヴ拍版である Iドブロトリコーピヱ」をロシ
ア語に訳出した人物として知られている{また、彼は教会文学の占J)4r自分の聴悔叶祭へ
の巡礼斉の片山物語Iの校閲も担当していた。以上の}.}，から、型フェオファンはロシアに

おける「イエスの所り」の普及と深い関わりを持っていた人物といえるυ 型フェオファン

は自らの地いをぬげ出し、隠遁した神秘家であったれ彼は 1866イ|にヴラジ ミ)~主教の

座を捨て、タンボフのヴィシャ修道院に引き篭もった J 彼の隠修生活の場は、修道院内に

ある小さな建物の 附であった I刷、彼は書簡というかたちで多くの聖職者、 般信徒と

交流を持っていた(仙の

この節で見てきたように、「隠{年」という修道形態は、自身と神との関係以外のものを遠

ざけるという行為であったυ その隠修のI品として、「荒れ野」は多くの修道士を玄きつけて

いったのであるつ本市南の考J援対象であるカブカスのスキマ僧イラリオンもまたその一人で

あったc

3.スキマ僧イラリオンと讃名派問題

次に、本稿で取り上げるカフカスのスキ?1'ilイラリオンの生混と讃名派問題について簡

単に触れておきたいのスキ?f¥'jイラリオン (1845-1916イ|。世俗名目H ドムラチェフ)(34) 

は、諮名派という 20世紀初頭のロシア止教会における修道|たちの異端的活動の動|対と

なった 「カフカス山脈にてlの刊者として 般に知られているι スキマ僧イラリオンは、

1845イ|、ヴャトカ県に'[まれた c 神学校の第 4学イ|を終えると、教師として働いたっその

後、アトス山の聖ハンテレイモン修道院で 20年以上過ごす， 1880年代にはアトス山から

カブカスに移り、新アトス山シモンカナニツキイ修道院(.'1:1¥に奇録されるυ 新アトス山は、

アトス山におけるギリンア人修道士との札際により、修行が困難となったロシア人修道士

の避駒場所として、長名イエロニム・ソロメンツェフ (1803-1885年)により創設された

ものである (1879汗)明。イラリオンはさら立る者行の地を求めて新ア lス山を雌れ、ク千

:12 セルゲーイ ボルンヤコーフ折、古谷功訳 Iロンアの神硲家たち』あかし書房、 19出作、 :-:S9-:l60
μ 仁附ψH削06fl.A 瓦泌H山旧t口印3乱1I仙I

Epヲ閣w刊E可raHCKaJ克在 E口alやJX阿河丸喝 2004. C. 104 
33 CM.: TsopeuJ1J1 !uKe sO CsjlThlX OTlI，a llawero申eoltaua3aTsOpUHK<l仁oopaUl1e口J1CeM.B 2-x 
TO¥fRX 恥f、2000

34 スキマ僧イラリオンの生保と讃名派論争について略述するにあたり、次のものを参照した。

BhlXOOlj日j E Y1CTopml a中OHCKO前 CMyTbl. 111'" 1917. C. 1ー108; 1 Joc.'1eCJlOl:H1e OT pe)..{aKUlH1 
Kpan剖員 O'IePK0 )KH3HH cTapU8 lilapl1oH3 l1 06 I1CTOpUH HM5lCJIaBlUI B POCCHH /1 CW.HoHax 

HWJワ11011.Ha ropax KaBK出 a.C. 901 引)7;1!.nua，:on Jhapu()J/正4wteど吋 <<Ha I'opax KaI:lKa3a>> 11 
仁田山eHHaJI TaIIHa uepKBH. T. 1. C. 291-341; OKOH'IaHUe a中OHCKoro 且四a川 11M兄C.1旭日C
AHl山 lorH5I.M.， 2002. C. 171ー182

3S CM.: TIpaBocJJaBHbJC PyCCKHC o6HTCJIlf. M.， 1994. C. 666 (OpHiHH叩 1910).1910年に初日圧が刊訂
されたこの修道院便覧によると、新アトス山ンモン カナニツキイ修道院 (HOBO-A中OHCKlH1
ClfMOHo-KaHaHHTCK目前 MOHaCTbTpb)はカフカスのクタイス県 (1く)'TaHCCK胡 ry6CPHH兄jのスフム骨
灰 (CyXyMCKIUioKpyr)所属となっている。この修道院は、よ見作のグルジア北西部、アブハジア白
治共和国の首都スフミからず120蕗里の場所に位同していたc

36 11りm.llOIIUX l10aKILlf (Ca6CJlbl'UKO吋 ReJlHKa兄 CTpa)Ka.)J{H'3Hh H Tpy凡bl6.1a)KeHHoi1 naM河TW

a4旧日CKHXcTapueB Hep山 XHMOHaxal1epoHHMa H CX阿apXHMaHJlpH四 MaK叩Hl'I.s TPex KHHiaX 
KllHra neps悶l1ep叫 XHMOllaX .l1epo山 M，CTapeU-，iJ，yxosl山 K PyCCKorO U<1 A中oue CmlTo-
TIaHTeJ1eHMOHOBa MOHaCTbTpl'l. M.， 2001. C.262-271 
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ナチヒル川沿岸のテベルダ(ドンパイ)に居を構えた。 1899年、カフカス山脈のチョーム

ニィヱ・ブキ(:Hiに修道共同体であるポクロブスカヤ オプンチナを閣くれ 1904イ|にはこ

の共同体は修道院となる。 1907年に 「カブカス山脈にてjの初版が刊行される。同書の中

で度々繰り返された「イエスの名前自身が仲である」という表現を巡って、東右正教会修

道制の型地であるア lス山のロシア人修道者共同体の|町で論争が起こるつ当時71ス山で

修行に励んでいた芯ロシア平|白、スキマ修道司祭アントニイ・ブラトヴイチは、 1912年

頃からイラリオンの口説の熱心な擁議者となり、 1912年に I仲の御名及びイエスの御名に
対する信仰の弁護jを苫した (1913イ|出版)これらイラリオンの思想、の賛同者は、向ら

を「讃名派」と称した。この年の 6月にヴアラム修道院で 「力ブカス山脈にてIが焚書処

分となる (31i¥さらに、 7月には讃名派の修道士たちは武力による威嚇によってロシア本土

に強制送還されることとなったのイラリオン自身は、 1916イ|にポクロフスカヤオプシチ

ナの修道院内の小礼拝堂で生涯を終えたわ

4. rカフカス山脈にてjで描写された「荒れ野」

カブカスの円然は、特別なものであり、独特であり、唯一無比のものであるc おそらく、全

地球的規模においてもそう U えるだろうよ19)

現t正教会で販売されてL、るカフカスのスキ?f曽イラリオンの著刊では、彼に「カフカス

山脈の隠修士(l1yCThlHHOJKlll'eJlbK3BKa3CKllX rop) JとLミう l呼称が~Jせられている (40 1 ま

た、イラリオン自身が書簡等で自分のことを nycTblHHI1Kと呼んでいた(111 これらのこと

からも潟えるように、イラリオンの著刊は「荒れ野」の隠修士の子記という側耐を布して

いる η それでは、イラリオンが修行に励んだカフカスの「荒れ野」とはどのような場所で

あったのか。 「力ブカス山脈にてIの舞台になるのは干に現有の北方フカス、カラチャイ・

チェルケス共和l国内の山地である (42) ~共和l囚は、ロンア連邦内にある 21 共和国のうち

の つであり、山にクラスノダル地方、北にスタヴロポリ地方、京ではカパルダ・パルカ

ル共和困と隣按していると当地の困土の約82Mが大カブカス山脈に述なる山J也であり、力

パルダ・パルカル央制l囚との囚J克にはカフカスのシンボjしとも百えるヱルプルス山

:17 ロンア共和国南西端、クラスノダルJ血h、場海沿岸のアナパ (AHa口a) とノヴォロンイスク
(HOsOPOCC.I1HCK)の聞の地j戒である CM.: leoipa中.I1'ieCK.I1HaTJlaC POCCHJ1. M.， 1997. C. 47 

3お 3a6も.JTbTecTpa日目UbJpyccKoro lfJl.UrCJ汀aBlfJL C60pHlfK江oKyMeHToBH rry6Jl日Kau日目 rroa中OHCK日M

C06hlT回、.{1910-1918 ii. M 今 2001.C. 238 

39 C.、lLHOIIμxlfwpuο1I. Ha ropax KaBKa3a. C. 43-44 

40 C.M.: Cn州 OHaxIf.7αrpUOH 時)CmbIHHO:J火、ume.7bKa61w3cKlα20p. 0 nmKeCTBeHHo首 EBxapHCTHH，

HJIH 0 TaHHCTl:le CI:l則一O l"ollpHLla叫eH~HI. Vl3，'laHHe引一opoe.CI16可 2000(OpHI"HHaJI: 1911)これは、
担悼礼儀の計併卦であるハ桝秘「カフカス，"脈の隠修背スキマ僧イラリオンの盟休礼儀論J[ロシア
思想史研究l第 2り、主)05イ|宰照v

41 C.M.: ITHCUlO nycτblHH.I1Ka CX.l1.¥WHaxa o. lilapHoH3 K o. ByKony. 29 .lt制 191420da //3a6bLTble 

crpaHH叫bIpyCCKOI'O l1M}ICJl3l:llHI. C. 240 

42 .Irカフカスの景観は、，")也に広がる草原および森林という風景に代表きれる C}，-r.:reo災)e111Wu
H.A. KaAK出 OLlepKnpHpOilbl. M.， 1963. C. 115 
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(5，642m)がある c イラリオンのIカフカス111脈にてjにおいてこの土地はどのような「荒
れ野」として描写されているのか。まずは|司書の第 1部第 1主主から見てみたいっ『カブカ

ス山脈にてjは3部構成である。本稿で取り上げるのは、主にイラリオンが「イヱスの祈

り」とカフカス111脈での修道生活について述べた 44早から成る第 1部である(第2却は

イエス キリス lの'1涯の叙述、第3部はイラリオンの井筒 (4，1))，第 1部第 1主主は、イラ

リオンの登山のエピソードから始まるのこの時イラリオンは、修行書以外に誰 人として

人の住まぬ土地、ウノレパJlI(1班、aYpyrra)の上流に位置するクパンの森 (Ky6aHcrme，'Ieca) 

に隠懐していたっある日向分のflむ修行場所を取り同む山々(現地では「裸の山々 (rOJ1hle

ropbl) Jと呼ばれている)に登ってみたい、という欲求が起こる。イラリオンによると、こ
のような突然の欲求は、キリストを愛し、沈黙のうちに界らす隠修士だからこそ減く感情

であるというけそしてこの感情は、ただ「山に登りたlリという単純な衝動ではなく、そ

の山の中に住む修行書、すなわち、「神の僕」に会いたい、という欲求をも合んでいる c 噂

では、 111の中に小さからぬ共同休を築いて修行している隠修士たちがいるということだ、

このようなきっかけで、イラリオンは数人の修練士たちと早朝に主主山を始めることとなっ

た。 行は夕暮れ時まで山を登り続け、ようやく植物の生えている領域と岩だらけの絶壁

の嶋Uに淫する υ 彼らは休息をとるのに適した上場所を見つけ、夜を明かすためにそこに座

りこんだのイラリオンらは、向分たちのいる同所から下界を眺めた。イラリオンは、眼前

に聞けた筆舌に尽くしがたいカフカス山脈の自然の美しさに驚嘆する。

この自然の/十り様は驚くべきものであり、はなはだ魅惑的なものであった l そこにはカブカス

l'に知れ泌ったエルプルス山があり、':}'~被った rlrJ自は夕暮れの犬雫の '1'で金色に輝いてい
島 (44)
千手

イラリオンはカブカス111脈の「円かな白然」の中に神による世界の創造の痕跡を見る。

第 1主主はその「豊かな白然」によって全ての被造物と神が結びついているのだと彼が確信

1するところで半雪わるの

私たちの周りの空間全てがタじの静;ばと全き沈黙に支配されていた。そしてH常牛活のあらゆる

空しさは全くιJ十しなかった こごでは自然が1世界から速くにあって空しさを離れた安らぎを
祝福し、来るべき世紀の秘蹟を現出させたし言うなれば、それは、霊の世界と半むの支配であっ

た 人々が暮らす場所とは比較にならないほどの新しい世界であったu あらゆる物質的、地|

的、内体的なものからの解放であったぐ非物質的な本牲に特徴的である需の自由があり、生が

あった c それは神の御業による神の聖堂であり、そこではあらゆるものが、神の全白色と水速に

現存「るその}Jと仲件そのものについて高哨し、神の栄光を誉め称え、円らの沈黙(それは得

心のいく u葉ごもあったが)によって神への務めを果たし口、た。 (4:3)

43 筆者は、「イラリオンにおけるイエス キリスト論」という見地から都2部を検討しているが、現H.¥-
点では望ましい結果は得られていないv 第2古車と第3出;についての詳細な分析は、他円を期したいV

44 c;印刷Hω II.7apuoH.Ha ropax KaBlm3a. C. 46-47 
45 TaM iKe. C. 46 
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カフカス山脈の隠修士スキマ僧イラリオンの「拭れ野」の修lli.思想

私たちの眼の前全体に表現し雑いII然の情民が広がっていた!円然という本はここでその辰也

賀沢なページの中の ベージを私たちに開き、いたるところに発現した仲の痕跡をdむことを

可能とした そして神によって削遣されたものを凝視するごとによって私たちは見えさる仲の

完全さを認識したのである(ロマ 1: 20参照)(16) 

このように、イラリオンにとってカブカス山脈が映し出す自然の美しさは、神の臨花在

確信させる場所であった。イラリオンによるカフカス111脈の自然に関するJ市写をもう少し

追ってみようけ Iカブカス山脈にて」の第 1部第8羊「野獣、鳥、カフカスの自然の様相に

ついて」では、登山の途中で訪れた夜の神秘的な体験が語られている付この章の冒頭でイ

ラリオンたちは偶然に出会った隠修士(後述)を凶み話しを弾ませていたが、ふと、自分

たちが伐のヴェ )~に包まれていることに気づくっそこに伐の鳥が鳴く声を聴き、物忠、い

に耽る c イラリオンによると、フクロウの物悲しく陰気な I!r，~声は、隠修 1:たちの精神状態

にぴったりくるという。「荒れ野」におけるフクロウの存在は、神による隠修士への配慮な

のであるの

隠修士たち (UyCl'b1HH民間)の変わらぬ友人であり離れ難い同作者とは、ワシミミズク、ある

いは、そう、ブクロウである シリアの型イサクが自身の持書で人聞の住まぬ|地を愛するも

のとしてこの品在肯賛しているように c フクロウは隠修|たちにとって愛すべき存点であ

る。必悲深い主たる神ご円身が隠修士たちへの慰めのためにこの鳥を行11造されたのである (4iJ

しかし、カフカス山脈の「坑れ野」は、同時に隠修|の試練の場所でもある。イラリオ

ンは山の上から自分たちが修行を行っていたウルノリ11の方を見卜ろすと、今度は隠修士を

脅か t存在について思いを馳せる〔それは狼である c

狼たちが円分たちの辺住地としているウルノサ11の卜/うでは野獣どもの戦いが繰り1ムげられ、あ

りったけの戸をふりしほずった宋て無きH白時が聞こえる これが円前だ。|廿食獣、とりわけその

森に習3く目白咋は、悪2:のある由主の存在をアIミすかのように人間の恐怖心と胞柄本気持ちを煽るの

-cあるcはおj

このように、カブカス111脈という「荒れ野」に住まう動物たちは、神の訟悲と試練を同

時に想起させる存在て“あったじここでイラリオンは夜の問に身を任せ、さらに思索を深め

るのイラリオンにとってカブカス山脈の「荒れ野」に訪れた伐は、この世ならぬ山界との

神靴、的な按触のJ易であった。イラリオンがふと何問干飼L、を見るJj角に目を向けると、そ

こでは笑き火の火が燃え、犬がIIAえていた。狼に f二千が襲われないようにとの羊飼いの配

慮であるの物高 つしない人里離れた 1:地にあってあかあかと燃える焚き火を見ている

と、えもいわれぬ気分になるとイラリオンは述べる c

46 TaM )la. C. 47 

~7 TaM IKe. C. 110 

48 TaM)la. C. 111 
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ここでも、 IIrJこうでも、心に鴻き|がったこの感覚において、あの世 (MIIp3arpo6H1，rii)と触

れていると感じられる、聞の中にあってこの火のヴイジョンは、あたかも)1物質的な世界から

来る需の光のようなものであり、また、非肉体的な存イ十の領域から流山したもののようであっ

た。それは、どこか眼に見えるものの果て たそがれざる、主防のi'tまぬ止の|ヰを想起させた c

神のベルソナの光に生があり、そこでは、沈むことのない太陽が光っていた。や直1のイナ1tであ

る神の言語みの111-('神と顔をつき介わせる古びをl咋わいながら、三巨悩の状態に湾っている全ての

m性ある被造物をその輝く光線によって照らしながらへそして、私たち地|に牛きるものたち
は、あたかもこの輝く点に参入し、沈み込み、どこか仲の御心に通った~-rr.の集まりと{百心深

き人たちが天体のように輝いている場所に飛測しようと欲しているかのように、深い暗黒の'1'
に、 、l先も見えぬ閣の中にたたずんでいた。(4!:)l

ここで描写されている神的なものとの按触の場である「悶」とは、観想の道としてスペ

インの仲秘家十字架の型ヨハネ (1542-1591 年)が~}~ t 、た「霊的な~Li夜」酬とは趣が異な

るけここでいう「悶」とは、 M呂の沈んでいる時|町という物照的な状態であるのまた、「神
と顔をつきあわせる喜び」とあるが、ニコラウス クザーヌス (1401-1464年)が 「神を

観ることについて」で述べているように(51¥、「顔と頗を向き合わせた」神との安長は、キリ

スト教の修道制における観想の特徴の一つである (::;2
1

修道士はベルソナとしての神に前

面するからである c

次に、第 30単の「大気現象の抗写Jを児てみたい。この卓でイラリオンは、 111上から見
た大気の流れに神の志、出を読み取っているのカブカスの山には、俗界にはない人|町に対す

る神のダイナミックな働きかけがあるということである。

私l主、まるでカプカス山脈の心臓部であるかのような、最も内側にある最も深い荒れ野におり、

そご Pは、現代の品らゆる雫しさは存{+.せず、 H然は完全に品るがままの状態で君臨L、大気

の世界の不思訴な現呆においてその)Jを小した。現代の人々のHから完全に隠された内然の秘

密の隠れ家に入り込んだJ.M歴占が見ることの山来る限りにおいて、私は感覚のHによって自然

の<1'にあるf章太かっ常くべきものを見、さらに心の内的な円によって妙なる神の英知を見たc

そして、この注視によって被造物である私は創造主の認識に達したのである仁川)

人間に対する神の思いはそのまま大気現象として発現する。以下のヲIJ IJは、イラリオン

が雲を観祭していた時の感想、であるリ

，19 TaM )f(e. C. 113-114 

50 1字架の虫ヨハネ著、奥村一郎訳 カルメル山号撃1ドン。ボスコ社、 1969年字架の当日ヨハネ
抗、山11.女子カルメル会訳 I暗北Jト.'y ポスコ社、 19B7干雲間 d

51 ニコラウス クザーヌス著、八在和彦訳「神を削ることについてl桁波立陣、 2回1年、 40-46J'1， 
また、 i責特派論争をi乏けて「イエスの祈り|と仰の1';刷について論じた;単院ソフロニイ サハロフ
の論考「祈りについて←でもこの表現が刷いられている ApXlI.HαHdpumCOXpOHUU ((立以呼06).0 

MOJII.1TBe VlIcICyCOBO品/10MO.'1UTl:¥e. C60pHUK CTRrei1ヲcceKC、M 町 2削)2.C. 164 

52 Pエフドキー壬フ著、作隆 郎・秋，1，知{訳 I神のj土おしいほどの安 東方キリスト教の霊性をめ

ぐってJ新世社、 l鋭的 {I、17買し
53 CXlI.HOHG.入II.7apuoH.Ha ropax KaBlm3a. C. 330 
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私は*にむかつてii側にある山の方を見た そして、恐ろしい、異常な光屈に競樗したc 雲は

あたかも不思議な玉座のような形になり、(私にはこのように思えた)数え切れないほどの軍隊

に固まれていたりそして、私にはまるで介唱の声が問乙えたように、燦然たる光を発Lている

ように思えたしかし、突然需l鳴が響さ渡り、雨が降り始め、稲妻が克った 3 私は恐怖

と動揺のあまり防長から崩れ落ちた。そして私ほ主に何り始めた， fi、のそばを神の怒りが通り過
ぎたのである。 (51)

以|のように、イラリオンの「荒れ野」であるカフカス山脈の自然とは、神の慈悲にあ

ずかり、神の試練を受け、そして神白身と核触する場所であった J

また、カフカス山脈の「荒れ野」は人机アダムが追放されたエデンの闘とのアナロジー

によっても表象される。それを促したのは、 l見光明蛸なカブカス山脈の景観であったれイ

ラリオンにとって「荒れ野」は過酷な修行の場ではあったが、「アパテイア(修行青の心が

全く平静を保った状態)J (旧に淫するための神型な静寂を隠修士に与えてくれ、その自然
美で神の阻恵を体現した天同のような場所であったれ従って、彼にとっては、この地を離

れ人聞の住む街に行くということは耐え難いことであった。イラリオンのカフカス山脈の

「荒れ野」に対する強い愛着は、第 35早の「荒れ野を失った時の私の気持ち」の神話から

窺い知ることが出来る。

私がロシアヘiJく同事で荒れ野をi、らねばならなくなったl時、私は荒れ野の素晴らしさ、比額

ないてたしさ、そしてそこに隠された最も消き慰めの豊潤な川によって流れる真の生の充溢を感

受したのである 心の昂帰した感覚の'1'に、そして知の聖なる思怖の'1'にc わたしが荒れ野を
l、る時、そこは神の{十みか、あるいは、アダムが追い出されたところの、ベ|のエデンのよう

に思われた仁 l附

「荒れ野」を雌れた時にイラリオンに牛じた「楽同喪失」の感情は、 1行人の牛一活する場
所に門身を置いた吋に 気に高まった η そして、彼は失われた来園を想うアダムのように

わが身を嘆くのである。聖山アトスのロシア人修道|聖シルアン (1866-1938年)のT記
でJ白かれているように、「アダムの映さ」とは、神との繋がりを渇望する人間全ての映さを
象徴するの (:37)

そう、駅に庫っていても、汽車に乗っていても、あるいは、汽船に指られていても、明話と

欲↑古の不干によってl口Jぶる世俗の生活という海の荒波に取り固まれた私は、荒れ野で過ごした

υ分の人生の11-¥-問を思い出した そLてそれは、天国の至福の光に包まれたものに思えたので

54 TaM )la. C. 332 

ss 久松長 「東方修道刷lにおけるアパテイア Ir南山神"1'J 第 17~J 、 19例イ|、幸照V

56 CXlI.HOHω II.7apuoH. Ha ropax KaBKa3a. C. 368 

57 1 [l1 çaH~HI CTap叫aCHJlyaHa. XVlll. A.Lla¥iol:¥ IIJla4 !! イpXlLlIWlopum Cοrt!:川lIuII (Cun1!川町ノ
TIpCIIO江06H目前 C日lyaHA中OHCKlfII.CCpn-ICB TIoca.ス CB克To-TpOHUKa兄仁cprlfCBa刀aBpa，2005. C 
417-422， [邦訳・ェドワー} ブンヨフトフスキ訳 『豊山アトスの修道者シルワンの子記JあかL
省出、 1982伴、併)-98民、」
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あるお)

そして、楽園の喪失とは、地上の世界への墜落であり、イラリオンにとっては祝福され

た霊の世界から罪深き|去lの世界への転落を怠昧したι

私が街の広場在、岨り過ぎたり、あるいは、馬車に乗っていたりすると、私の周りには府無の海

があり、あたかも恐ろしい金槌の打撃を受けたかのように、魂が感じるもの全てが驚くべき、

筒撃的な重苦しい印象であった c 全てが、性Z!な、抑え難い熱気によって、前へ前へと動き、

急いでいた 人々のあらゆる活動は、重たい葬礼のヴエ ルで桜われていた それは、水のよ

うな冷たさでもって魂と魂が持つ力士てに対透L、タじの状態へと追いやるものであったc 言う

まCもなく、これら全てはあらゆる理性の欠如であり、それ以卜に需性の欠如であった iS9)

以上のように、イラリオンは Iカフカス111脈にてjにおいて「荒れ野」の白然抗写を通
じて神を讃美した読み子は、[カブカス山脈にてJでのイラリオンの百葉を通じてカフカ

ス山脈の豊潤な自然の 端に触れることが出米る。イラリオンにとってカブカスの「荒れ

野」とは仲の現存を強く広識させる自然の楽園rあり、俗人の住む世界を rl勾の世界」と
するならそこは「歪の世界」だったのである。

5. ["荒れ野jで、の修道生活と共住修道院における修道生活

前節で見たように、イラリオンは、自分が修道生活を送るカアカスの自然という「荒れ

野」を神の臨在を確信させる場所としてJ苗!ぎした心カフカス山脈の「荒れ野」とは、試練

の場であり、神とr'Pr会う場所であり、禁欲昔f丁を妨げるものからの避難所であった九この

ような「荒れ野」に対する彼の考えは、オーソドックスなものといえる。それでは、イラ

リオンによる「荒れ野」の思想の独自立点、とはどこにあるのかじそれは、隠修士が「荒れ

野」でなすべきことは「イエスの祈り」であると規定している点にあるのイラリオンにとっ

て「荒れ野」での修行は全て「イエスの祈り」に集約されるのである〕ここでは、彼が「荒

れ野」の牛活にはどのよう立人間が相比、しく、その牛活にはどのような利点があり、また

そこでは何をな tべきであるのかについて論じた部分を検討したい〔

はじめに、「荒れ野」での生活の素晴らしさを称えた第 1部 35草「カフカスの荒れ野へ

の賛辞」から見てみたL、。イラリオンはまず「荒れ野」には孤独 (ye耳目HeHIIe)、沈黙

(MO.14aHHC)、人々ら遠ざかること (Y.llaJlCHHCOT JIK).llCi1)への強い希求を持った人聞が相

応しいとする。つまり、教会における前々の外的な事柄よりも内的な営み (BJTYTpenTJj主筑

波町Hb)にのみ集中したい、という欲求のある人間であるじ

内的な併みにのみ集'1'したいというような人間は、 1M知のように、他の人々とは全く追った、

特別な階級の人たちなのである A多数の人聞は外の世界に{土むが、別知的な隠修士

58 C.、lLHOIIμxlfwpuο1I. Ha ropax KaBKa3a. C. 368 

59 TaM 京e.C. 369 
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(pa3yMHhlII rrYCThlHHIIK) は、円らの知の純粋な思いと心の神聖な感覚を保ちながら円分円
(削)

身の内側に住まうのである。

上記の引JIJからは、隠修士の特権益識のようなものが感じ取れる。「荒れ野」はヘシュカ

スト(静寂主お者)が「アパテイア(不受動心)Jに全るための静寂を提供する場所であるつ

イラリオンによると、全ての人聞が「荒れ野」の生活に相応しいわけではない。「虫記れ野」

の生活に適合するのは、特別な存在、つまり隠修士なのであるι

それでは、何依多くの修道士は共fl修道院に満足せず、「荒れ野」を求めて隠修士になる

のかの共住修道院における修道生活と「抗れ野」での修道生活の違いはどこにあるのか J

この問題は、第 1 白~;e 38早の r(共性)修道院と荒れ野の生活を比較することの忌叫、につ
L ミて」で論じられているけイラリオンは両者の|町に比較にならぬ程の相異があるとするの

彼によれば、共住修道(ま修道生活の始まりであり、学宵期間であるが、「虫記れ里子」の生活は

修道生活の終わりごあり、完成形rある、共性修道院においては、欲情をコントロールし、
従順さを身に付けるための肉体労働が主体であり、「祈り」は共101の作業であるが、「荒れ

野」においては、 1mの労働、つまり個人の内面的な「イエスの祈り」が最も大半なことな

のrある、

修道生活において最も全両のものであり、五全なものをなす神のイエスの祈り 荒れ野はま

さに市要かつ根本的な円l内を有している 3 それがまさにイエスの祈りの訓糾と実践である (61j

既に述べたように、荒れ野でなすべき恨本的な乙とは、 イエスの析りというi色えざる内的な営

みであり、牛きた聖なる神との突歓による清浄なる知、照らしげIされた心においてれわれるよ

り単純な悦也生活である仁それは、階梯xヨハネのu 葉によると、神への絶えざる奉仕なので
ある(日}

イラリオンによると、その「イエスの祈り」によって内身の心と主イエス キリストと

を結びつけるのが、「理性ある荒れ野生活 (pay"moerrycT日叩JO'iKJlTem，C丁目。)Jの目標であ

るリ

イラリオンは、「荒れ野JIli<oの利)，':i，は、神の絶えざる配慮が如実に感じられるところに
あると述べると共住修道院では、例えば食事をするのも衣服を取り持えるのも専門の係が

いるために存易立ことであり、このような暮らしの中では、「神が常に自分たちに働きかけ

てくれている」という意識が鈍感になるとpうっそれに対して、「荒れ野」ではいかなる困

難な状況下でも神の白分たちに対する配慮をはっきりと感じることが出来ると七主張する。

その村!として、カフカスの「荒れ野」で起きた一つの奇跡のエピソードが挙げられてい

る(前)η ある時、イラリオンは完全に人間の住んでいなL通「荒れ野」に行かねばならなくなっ

60 TaM iKe. C. 363-364 

61 TaM )KC. C. 387 

62 TaM iKe. C. 389 

63 TaM iKe. C. 390-391 
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た。そこには食べ物になりそうなものは無く、自然にあるもので胞を満たすのは凶難で

あった彼が伐常の場所を求めて止、いていると、ふと美しい一本のノドがHに入るじその本

の周りには草の生い茂った平地があったわそこで休もうと思い、木の方へ歩いてゆくと、

足が石を踏んだのを感じたυ その石を取り除けようと掴むと、それはなんとペチカから出

したばかりのような熱いパンであったっ「荒れ野」ではこのような「神の配慮」を示す奇跡

が数え切れぬほどあったという J

また、隠修士にとって「荒れ野」の生活は、精神を浄化するための沈黙を保つために必

要不可欠であるつ修道院であろうとも、人|町の数多くflむ場所には沈黙を妨げるものが多

すぎるからである c

沈黙を'，iる(;は神に近づいており、神と対話しながら、神によって照らし川されるのである(64)

この節で見てきたように、イラリオンは「荒れ野」での生活に相/;I:.、しい人聞を特別な存

在としたのこのような，思想からは、「荒れ野J'1活者としてのイラリオンの「特権志議」が
透けて見える。彼によれば、「虫記れ里子」の生活は、修道生活の最終形態であり、そこに達す

るためには、共性修道院rの生活を起点として、ありとあらゆる修道形態を休験せねばな
らないのである(隠修を祭欲'1活の元'成形とするか向かという同題は、エジプ lのパコミ

ウス (290年代 348年頃)による共住修道制の導入後に生じた議論である(阿)。イラリオ

ンにとっては、修道生活を干青山仁容えるなら「荒れ野」の生活は111頂に位置する c そして

その「荒れ野」でなすべきことが内的な常み、つまり「イエスの祈り」であったじ共fl修

道院の生活は内的な営みに小可欠な全き静寂を IJえてはくれなL功、らである J 以上のよう

に、「荒れ野」でのとk活全てを「イエスの祈り」に収束させるのが Iカフカス山脈にてjに
おけるイラリオンの思想、の特徴なのであるの

6. I荒れ野jと「イエスの祈りj

前節で見たように、イラリオンは「荒れ野」ですべきごとは何よりもまず「イエスの祈

り」であると主張している心それでは、イラリオンにとって「イエスの祈り」とはどのよ

うな存在であるのかっ次に[カブカス山脈にでJにおける「イエスの祈り」論について検

日Iしたい。

イラリオンに「イエスの祈り」の真髄を教えたのは、長老ディンデリイ在る人物である心

オ プチナ修道院の長老ヴァルソノ ブイイ (1845-1913年)によると、当初長老デイシ

デリイ iiイラリオンと同様に新アトス山で修行していたが、共住生活。)騒青に耐えられな

くなりカフカスの山に隠遁したという州。 Iカフカス山脈にてjの第 1部第2章では、イ

61 TaM )f(e. C. 394 
65 K. S フランク著、戸田Jft~F~ r修道院の歴史砂漠の隠者かりテゼ共同体まで 教主館、お02年、
川 112頁c

66 EeCe.L1bl cX.I1-apXH瑚 Un:pHT3OnTHllcKoro CK11Ta口apuaBapcouo中国C.ilyXOsllhlMJ1 neTbMH. Cll6.， 
1991. C.58 
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ラリオンとこの長老との運命的な出会いが述べられてL、る <67) (この長老の経帽について

は、第 9羊「長老の略伝」で語られているじしかし、，'1¥'1地も誕'1イ|も明かされていな

い(6e
1
)0 第2章のはじまりの場面で、イラリオンがふと登山中の山の下方に日をやると、

疲れきった感じでよろめきながら、ゆっくりと盆地のhへと降りてゆく人影があったιH時寺

折現れるJ狩守人以外に人の{住上まぬこの十

いてみると、その人物は白分たちと岡じく隠修|であつた吋 行は喜び、この隠修 1:から

修行に閃する有益なアト川イスを求めたレイラリオンが「どこに行くところですか」と訊

くと、ゼレンチュク修道院での奉仕を終えて、自身の「荒れ野(IlYC'1h1H>UJへと帰るとこ
ろだということであったのこの修道|の修行場所は、チョールナヤ レーチ力 (4epHa"

peqKa)のアクシハイ (AKcrr6aii) にあるという ι アクシパイには多くの隠修士

(lIYCThlHHHKH)がいるとのことだった。一行は炎き火をおこして茶をi屯れることにしたっ

その隠修|、長老ディシデリイは地面に倒れこむと、体を!ぶげ、持っていた鞄の上に頭を

置いたc 彼はアクシパイの隠修所に既に 10年以上故居しており、以前は修道院に 20年間

)"Hlしていたけ長老は全身ィ干まみれJ主まみれであったの長老ディシデリイは長身で、腰ま
で達するほどの灰色の顎類、山を寝う雪の如き白髪に穏われていた。彼は骨と皮ばかりの

慢せた男であり、極度の妓'7J状態にあったが、霊的に型化されたものの刻印を帯びていた

という{ イラリオンは長老に「荒れ野(隠修所)で得たものの中で辰也 l~ きものは何か」

と尋ねた J それは長老にとって白己の内的生活の根幹に関わる質問であった J ここから、

「イエスの祈り」についてのイラリオンと長老ディシデリイの対話が始まる、すなわち、

長老にとって「荒れ野(隠修所)で得た民良のもの」とは、「主イエス・キリスト、神の f、

罪人なる我を憐れみたまえ」という祈りの言葉を繰り返す「イエスの祈り」の体得だった

のである。長老ディシデリイによれば、「イエスの祈り」を身にHけ、主イエス・キリス J

の名前と円身を結びつけることで人聞は需的な歓喜に至るということであった〔

主イエス キリストを円身の心に獲得する(すると、疑いなく、そこでは、水速の牛が溌得さ

れる 私の心の中仁、感じ取れるように、そして偽りごとではなく、聞こえるように永還の生

が獲ねされるのである。 (691

uのl勺に命があったc命は人間を照らす光であった(ヨノ、 1: 4) (70) 

67 カブカス山脈にてJの巻末に添付されたイラリオン略伝では、長老ディシデリイとイラリオンは
アトス111で出会ったときれているに fぇlLlJOHGXli.'wpuOH. IIa ropax 1-くaBKa3a.C. 901 

68 第9平では、自らの霊的な未熟さを嘆いたイラリオンが、村きながら長老デイシデリイの前に倒れ

こみ、長老が辿ってきた生拝について苅るように懇願する J しかし、ここで長老が話91生い立ち」
は、 H体牲に欠けるじ同牛地も誕/十年も明かされないの長~デイシデ '1 イは、 i止十L名をデイミト '1

イといったd 神学校に入'子Lたが、神を冒涜L、淫行、飲滴なと放路二主味。)育#期を送ったc デイ

ンデリイは徐々に改心していき、神学講出を受講するik'L、をするが、ちょうどこの川期に「人数が
今だかつて忠ったことのないような合耐」にかかり、制叫にf人すc これを神の裁きと解釈したデイ
ンデリイは、敬!をな伝昔であった時鋭の「神の坐なる戒律を守りなさい」という教えを目、い出し、

2:1 歳のときに修道靖国官を立てる rカフカス山脈にてl 第 l 部第 9 章「長老の略伝」は、苦1j"~.にし

ばしば見受けられる田川L、物訴である C，lJ.HOHGX liwp即 H.Ha ropax KasKa3a仁 115-118

69 TaM IKe. C. 52 
70 ~脅からの51川は、新共同訟を附いたハ
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長老ディシデリイは、「イエスの祈り」の習得を、三つの段階に図式化して説明したに

の図式は、[カブカス山脈にて」第1部の第 11卒、 12主主、 13主主において、イラリオンのU

から再度詳述される)。長老は修道院に住んでいた時分、様々な{上半に従事しながら、ほと

んど 15年もの問「主イエスーキリスト、神の子、罪人なる攻を憐れみたまえ」という唱句

を反復する U~f!での祈り (YCTHllil MOJ1l1Tsa) を実践した。やがてそのU傾の祈りは自然に

加の祈り (YMHa5IMOJlHTBa)へと将行し、それはさらに修行書の心と神の由:核の 致に至

る心の所り (cep耳目H胡 MOilIITBa)に淫したι 長老ディシデリイにとって、「イエスの祈り」

とは、向らの心とイエスの名を結合することであるじつまり、 H身の心の内にイエス キ

リスト自身、すなわち、水迭の生を取り込み、その存:j[を確認する行為である。つまり、

ロゴス(口)を白身の心に獲得するということごある (iljυ ロゴス(口)は、イエスの名に

受肉するのである{

このように、イラリオンが「イエスの祈り」のみに専心するきっかけとなったのが長老

ディシデリイとの劇的な出会いごあったυ 「荒れ野」は所りの述人との出会いをもたらす

場所でもあったっイラリオンは長老ディシデリイの教えを受け継ぎ、絶えざる祈りによっ

て自らの心とイエス・キリストを結合することの重要性を繰り返し-t1tするようになるの

であるレ

それでは、何政あまたある神への祈りの中で「イエスの祈り」が辰也重安な祈りである

のかのこの問題は、第1部 27章の「私たちの永遠なる救いの行いにおいて、イエスの祈り

は他に代わるもののなL、かけがえのないものであり、特別に重要なものである、というこ

とについて。それと同時に、イエスの祈りには主l刊の霊的な力が隠されており、それ般に

私たち全員にこの祈りが必要小口J欠なのである、ということについて」で論じられているの

ここで展開されたイラリオンによる「イエスの祈り」諭は、彼の描いたイエス・キリスト

i事と結びついているのこの章では型需からの引用が効架的に散りばめられている c この章

のはじめでイラリオンは、かつてカブカスの隠修|たちの聞で祈りに関する議論が行われ

たと述べている U それは、何政教会師父の諸昔引において祈りに関する教えが根本的な問

題とされているのかについての議論であったわ結論として導きだされたのは、キリスト者

が救済にいたるための苦行のうち、祈りが究極的なものであり、祈り以外は 次的なもの

であるということであった U そしてその好りの中で.LLZも重要立のがイエスの名により神へ
のとりなしを乞う「イエスの祈り」なのであるの

実際、「ほかのだれによっても北いは得られません わたしたちが政われるべきずlは、ノピ卜にこ

の名のほか、人聞には与えられていないのですJ(使4:12)。そして、主イエス・キリストの他

に霊的な生はないU 太陽が全宇宙を照らしているように、あらゆるところで古びと、生と満足

を作り「ドIしながら、主イエス キリス lは全ての者を含み、安い、牛かし、再びを与えるので
ある (72)

イラリオンによる「イエスの祈り」諭は、型=.f¥'f一体のい怖の一つであるイエス・キリ

71 C.、lLHOIIμxlfwpuο1I. Ha ropax KaBKa3a. C. 52-56 

72 TaM 京e.C. 286 
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ストへの篤い信仰心と結びついているυ イラリオンは、イエスの内に存在するもの全ては、

人|町へと向けられた殺いの光であるというのそしてその全能者たるイエスと離れた被造物

は、自身の存在を維持することが閃難になる。それ故にイエスに祈らねばならない、とい

う論理である。

私たちの i今、イヱス・キリストのとりなしを無視して天の父に祈ってはならない。そ Lて、イ

エスが弟子たちに語っているように(わた Lは父にお願いしよう。父は~IJの弁護者を追わして、

氷速にあなたがたと 絡にいるようにしてトさる(ヨハ 14:16)"神は唯であり、神と人の

仲介者も、人であるキリスト・イヱスただおひとりなのです( テモ 2: 5))、千たる神のとり

立しによらず聖霊に預かり、それを摂取することを期í，~してはならない。 (í3j

イラリオンによると、イエスは人間と神との仲保有であるの従って、別の位格、つまり

父たる神と型霊に触れるためには何よりもまずイエスに祈らなくてはならない。また、イ

ラリオンは、 [Jk力による稲白井Jの「イエスは苦しみ悶え、いよいよ切に祈られた(ルカ

22:44)Jの節を引用し、イエスは私たちと 絡に人間として祈っているとするコまた、

「堕罪した人閉そのものの復興」もイエスによってなされたυ イエスという位栴は人性を

神件に結びつけたからである{

イヱス キリス}は人間の本件 (ecreCTBO) をn身の神的い格へと統合し、全人慣の新たな先
祖となったのである II4)

つまり、アダムによって「べての人が死ぬようになったように、キリストによってすべての人

が生かされることになるの Cす( コリ 15: 22)コ

そして、人聞が救済されるためには、常にそのキリストの内に在らなけれは傘立ら立L、。

キリスト円身と 致しなければならない。その 致のために必要なのがイエスにとりなし

を乞う「イエスの祈り」なのである F イラリオンは、キリストという位格を無制して救い

を求める人聞は岐滅するとしているリ

子たる神とのうどJ陵、あるいは 致の必要性は、イエス白身の'1'に、使紅の「北速の生」という

言葉に見ることが同点るc それ故に、イエスは牛を与える者 ()lu13HOijaBeu)、水速の牛の提供

Ii (n()且aTe刀bBe可HOH)f{H3HH) と呼ばれているのである。 (I::;)

イラリオンの思想に見られるような隠修牛活における「イエスの祈り」に対する品い詳

価はどこに淵源をもつのであろうかη ここで つのヒントとなるのが、 『カフカス山脈に

てjの第 1部 18章「長丘パイーシイ・ヴエリチコープスキイの木からの引川、特にイエス

73 TaM )l{e. C. 287 

7 ~ TaM IKe. C. 288 

75 TaM )l{e 
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の祈りが型詠経の詠H日に優るものであることを示した部分からのヲIJ IJJである。この単は
全体がづ|用で埋め尽くされ、モルダヴィアの長老パイーシイ ヴェリチコープスキイ

(1722-1794年)に語らぜるかたちで「イヱスの祈り」の優越牲が説かれている c それに

よると、外由一的な習慣としての型詠経の詠唱よりも一つの内面的な所り、すなわち、「イエ

スの祈り」が優るということである (76) イラリオンがこの主主でづ|用した長老パイーンイ

は、 『ブイロカリアIの翻訳書であり、 19世紀のロシアにおける修道需性の復興をもたら

した人物として知られているコ [7ィロカリアjとは、型山アトスの修道士、ニコデモスと

ゴリントの府主教マカリオスにより 1782イ|にウ、ェネチアで出版された東方教会諸教父の

著作選集であり、東方課1"1における「絶えざる祈り」の伝統を伝えるものである c 長老パ

イーシイはそれをギリシア語からスラヴ諸に訳出した， 1793年にはその訳を土台にした

r7ィロカリアjの翻訳本である「ドブロ}リューピヱj刊の初版がモスクワで出版さ
れ(71:;1、その後 19世紀後半 (70年代)には聖ブヱオブアン・ザトヴオールニクの訳による

ロシア語版がT刊誌した。長老パイーシイは「イエスの祈りJ(彼は「知の祈り」と呼ぷ)の
起源をエデンの閑まで遡らせ(79)、その中越竹を説いたれ長老パイーシイによる「イエスの

祈り」は彼の弟子たちに受け継がれ、ロシアの地にぶまってゆくことになる J 長老パイー

シイの教えの流れを汲み、 19世紀におけるロシア修道霊性の中心地となったオープチナ

修道院(仰には、当地の長老たちによる「イエスの祈り」の阻恵についての祈りがある (81)つ

イラリオンの「イヱスの祈り」論も長老パイーシイの影督下にある。しかし、長老パイー

シイが「イエスの祈り」を「荒れ野」でも共住修道院でもなされるものとしている州のに

対し、イラリオンはこの祈りを「荒れ野」での隠修士の行いとする。まさにこの点に、彼

が 『カフカス山脈にてjで展開した「荒れ里子」の思想の特徴がある。

むすび

本稿では、議名派論争の発端と立ったスキ7僧イラリオンの昔刊 「カフカス山脈にてl

を「荒れ野」の概念を中心に分析した九それにより浮かび上がったのは、孤独と静寂を愛

する「荒れ野」の隠修!というイラリオン像であった orカブカス山脈にごjでスキ71曽イ
ラリオンが展開した思想、とは、カフカスの豊潤な自然の中で神の現存を!長じ、その神との

交接に専心する「荒れ野」の思想であった九「カブカス山脈にてjで描治通れた「荒れ野」は、

76 TaM iKe. C. 194 

77 羊~.は、次の版を使用 L た、且06pOTomo6即日CpCBO.u c ïpc~ICcKoro c回 T日TCJI克<l>co中aHa
3aTAOpHI1Ka. R 5 T. 1-13凡aHl1eCpeTeHcKoro MOHacTblp河 M.，2004

7お スラヴ初版およびロシアf訂版|フイロカリア」の成立については、清水俊行|ロシア正教と禁欲主義
の伝統.ロシアにおけるフイロカ '1アの受容についてJr神戸外大論最1第50在第3号、1999年で検
討きれている〈
79 )f(l1THe H llm;aU.I1jl MonnascKoio cTapua f1aHcwI Be.ll山 KOsCKOiO.K03eJlhCK: CmlTo-BseneucK，ul 
OnTlfHa TIYCTbJHb， 2凹1.C. 183 (opnrJfHaJl: 1847) 

8C この流れについては、次のものを参照せよ llpomuepcuCep川 UlJem6cpuKoe. 0口THuallyCThlUh 
TIa)川氏 )988:邦ぷ:日チェトヴェリコーフ品、 ii:村L.t:、副[オーブチナ修道院l 新世社、 l~ド焔年]

81 MO.111Ts3 OIlTJ1UCKHXロaplles0 p，aposal1l1H MOJlJ1Tshl l111cyωsoi1l/ MOJlJ1TsOC)lOs. M 今 2003.C 

396-397 

82 )KHTHe H IlHcaHlUI MO.lnaBcKoiO CT叩ua.C. 172 
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カフカス山脈の隠修士スキマ僧イラリオンの「拭れ野」の修lli.思想

隠修士の修行に必要な静寂を与え、自分は常に神の恨の中に{i.る、との感情をl晩起させる

地上の楽同であったの[カブカス山脈にてJにおいては、東方教会の伝統的祈暗法「イエス

の祈り」は「虫記れ里子」でこそなされるべきものとされている。ここには、 20世紀初頭のロ

シア正教の修道制における隠修士のー形象を見ることが出来るι それは、神との出会いの

場である「荒れ野」で、「イエスの祈り」によってひたすらイエス・キリストに呼び掛ける

という形象であった J

スキ7f曽イラリオンは「イエスの祈りにおける仲名論」という枠組みで諮られることが

多い修道士である{だが、イラリオンの忠、想の特徴について述べるためには、彼が[カブ

カス山脈にてJで披濯した「神名論」に関心を集中するのではなく、同書全体をtlIl服して

分析を行う必要があった。その刊業によりl明らかになったのは、イラリオンは型不務院の

いう「新たな教説の担造者」ではなく、「荒れ野」で神との一致にj直進する「正教会のー隠

修 I:Jであったということである。彼にとって「荒れ野」は人111アダムと創造Tてたる神と
がエデンの闘で結んだ紳を取り灰すための地所であった。「 隠修士」としてのイラリオ

ンは俗界という「肉の世界」を速く離れ、完全な孤独を求めて「荒れ野」という「霊の世

界」へと踏み人った J サーロフの型セラブイムに見られるように、この行動はロシアの隠

修士に典型的である、イラリオンの独自性は、その「荒れ野」でなすべきことを全て「イ

エスの祈り」に収束させている点にある{ イラリオンにとって「イエスの祈り」こそが神

の臨杭を確信させる重要な祈りであったわイラリオンは 『カフカス山脈にてjにおいて「虫記

れ野でのイエスの所り」とL寸隠修生活の つの有りf.l¥を提示したといえる、イラリオン

によるこの「荒れ野」の思想もまた、「ロンア修道思想、」という k河のー支流をなすものな

のである J

213 



Идея «пустыню> в монашеских взглядах схимонаха Илариона, 

пустынножителя Кавказских гор 

ВАТАНАБЭ Кэй 

в данной статье мы попытаемся проанализировать идею «пустыню} схимона~:а 

ИJJариона. Схимонах ИJJарион, lIустынножитеJJЬ Кавка3СКИХ [-пр, известен как 313тор 

I(СРКОАНОЙ книги «На горах Кавка3Ю) (1907). В этой книге раскрывается СУЩНОСТЬ 

традициоrrпой мо;штвы правос;швия - «молитвы ИИСУСОВОЙ», которая включает в себя 

выражение «имя ГОСПО/Ш Иисуса Христа ссть Ca\f Он, Госпол:ь Бог». Это выражение 

вызва:ю богословский спор об имени Бога. Монахи, которые разде.lЯЛИ идею Илариона, 

называли самих себя «И\fяслаВI(Ш\1Ю,. «Имяславис» И3RССТНО как еретическая проблема 

русской православной церкви наЧз'lа ХХ века. Так как вообще «На горах Кавказа» 

исследуют в рамках проб.lемы «имени Бога». Однако в ней есть и еще одна важная идея, а 

именно, т.н. идея «пустыни». В монашестве русской православной uеркви «пустыня» имеет 

большое значение как место подвижничества монаха. Пока исследования книги «На горах 

Кавказю) с точки зрения идеи «цустыню) весыш скудны. В лом заключается актуз"~ЬНОСТЬ 

темы .iJ,анноЙ статьи. 

Данная статья состоит из шести глав. 

В нервой J"лаве мы рассматриваем, как нонимается И)..lея «нустыни» в истории 

христианского монашества. Это основа полемики данной статьи. В Ветхом Завете 

«пустыпя» выражается как \feCTO встречи Моисея с БОГО\f (Исх. 3,1). И в HOBO\f Завете 
«пустыню, - это \feCTO, в котором жил Иоанн Креститель (Мат. 3, 1-3. Мар. 1,3-6. Лук. 3, 2-
б. Иоап1, 23.), и \feCTO искушепия Иисуса rrечистой силой (Мат. 4,1-11. Мар. 1, 12-13. Лук. 4, 
1-13.). В начале христианского \fонашества много ПОЛ,вижников вступило в «пустыню» л:ля 
того, чтобы подражать Иисусу и встретиться с Богом. Следователыю, «пустьптю, является 

местом подвижничества и встречи с Богом. 

Во второй главе мы анализируем, какое значение имеет идея «пустыню, и как она 

выражается в истории монашества русского православия. Как ОТ\1ечает И.К. Счолич, в 

России сама природа севера стала «пустыней,) д.тя монахов, особенно лес. r~icTble леса 

севера даВ3.,lИ монахам покой для бе3МО.1ВИЯ и внутреннего МО.lения. Исихасты России 

подвизались в такой «пустыни». Схююнах Иларион, пустынножитель Кавказских гор, также 

наХОДИJJСЯ в рамках :)той традиции. 

В третьей главе мы даем краткую биографию Илариона. Для того, чтобы рассуждать об 

идее «нустыни» ИJшриона, сначаJJа нужно выяснить, кем БыJJ СХИ\fОНах ИJJарион. 

В четвертой главе \fhI рассматриваС\f то, как выражается ~~ПУСТЫНЮ, в книге «На горах 
Кавказю). Здесь мы отмечае\f, что д_~я И_~ариопа богатая природа Кавказских гор есть место 

встречи с Богом, Т.е. «пустыню,. Черсз ПРИРО,1У Кавказских гор Иларион славил Госпо/1Д 

Бога. 

В пятой главе мы ана.lизируем, как Иларион понимал РЮНИJ(У межпу общинной ЖИЗНhЮ 

в монастыре и жизнью в «пустыне». Здесь обнаруживается, что для Илариона жизнь монаха 

в «пустыню, представляет собой самый высокий уровень подвижничества монаха. 

В последней шестой главе мы рассмотрели взгляд Илариона на «молитву Иисусовую». 

Путем этого анали:3а мы выяснили, к чему восходит высокая оценка И.lарионом «молитвы 

Иисусовой». Иларион развил мысль о «молитве Иисусовой» под влиянием ~Ю.~давского 

старца Паисия ВеJJИЧКОВСКОJ"О. Особенность идеи «[[устыню) ИJJариона :заКJJючается в 
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утверждении о том, что именно в «пустыне» нужно делать внутреннее дело, т.е. «молитву 

Иисусовую». 

В результате анализ /щнной статьи позволяет нам С/l:слаТh вывол о TO\f, что схимонах 
Илариоп, пустыrпюжитель Кавказских гор, находится в липии традиции мопашества 

русского православия, но у его ИЛ,еи о «пустыне» ссть свои особснности. ОсоБСННОСТh И,1СИ 

Илариопа заключается в то\{, что В «пустыпе» монаха\{ нужно де;шть «молитву Иисусовую». 

Этот ВЫВОД дает новый взгляд на богословскую мысль схимонаха Илариона. 
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